
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
１
回
以
上

接
種
率
が
92
・
７
％
、
２
回
完
了
が

86
・
６
％
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
進
行

中
の
一
般
ス
テ
ー
ジ
の
予
約
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
７
月
の
供
給

量
が
６
月
と
比
較
し
て
半
減
し
、
８
月

以
降
も
さ
ら
に
減
少
の
見
通
し
で
あ

り
、
他
自
治
体
で
生
じ
て
い
る
よ
う
な

予
約
受
付
の
中
断
等
に
は
至
っ
て
は
い

な
い
が
、
高
齢
者
ス
テ
ー
ジ
の
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
で
の
接
種
は
困
難
で
あ
る
こ

と
、
９
月
末
に
は
市
民
の
約
８
割
が
２

回
の
接
種
を
終
え
る
こ
と
な
る
予
定
だ

が
、
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
量
等
に
よ
っ

て
接
種
率
は
変
化

す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
８
月
６
日
に
、
高
梁
市
過

地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
状
況
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
有

漢
工
業
団
地
の
売
却
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

高
梁
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画（
案
）
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
と
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
財
政
上
の
特

別
措
置
を
受
け
る
た
め
に
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
持
続
的
発
展
の
た
め
の
基

本
的
な
計
画
で
す
。
市
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
４
月
１
日
に
第
５
次
と
な
る

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
の
法
に
基
づ
き
策
定

し
た
新
た
な
計
画
書
（
案
）
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
財
政
上
の
特
別
措
置
を

活
用
し
、
地
域
活
性
化
等
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
、
持
続
的
発
展
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
８
月
16
日
に
、
有
漢
工
業
団
地

を
売
却
す
る
た
め
の
財
産
処
分
に
関
す
る
議

案
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
等
に
関
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
の
２
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
有
漢
工
業

団
地
を
売
却
す
る
た
め
の
財
産
処
分
に
関
し

て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
し
て
も
、
先
に
行
わ
れ
た
議
会
全
員

協
議
会
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
２
議
案

と
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
つ
の
施
策
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た

２
議
案
を
審
議

有
漢
工
業
団
地
の
売
却
に
つ
い
て

　

有
漢
工
業
団
地
の
売
却
に
つ
い
て

は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く

興
和
紡
株
式
会
社
に
約
８
千
６
百
万
円

で
売
却
の
方
向
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
興
和
紡
株
式
会
社
は
、
国

内
外
関
連
企
業
82
社
に
及
ぶ
興
和
グ

ル
ー
プ
の
企
業
で
あ
り
、
印
刷
事
業
、

物
資
事
業
、
冷
蔵
倉
庫
事
業
を
多
角
的

に
経
営
さ
れ
、
売
上
高
は
１
３
７
億
円

（
令
和
３
年
３
月
期
）
を
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
売
却
価
格
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
に
か
か
っ
た
土
地

購
入
費
等
の
実
費
の
積

算
合
計
金
額
で
あ
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

高
梁
市
議
会
は
陳
情
を
採
択
、

国
会
に
意
見
書
を
提
出

　

令
和
３
年
６
月
定
例
会
で
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
、
陳
情
第
１

号
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
を
進
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
７

月
30
日
、
８
月
19
日
に
市
民
生
活

委
員
会
で
討
議
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
９
月
定
例
会
本
会
議

で
の
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
賛
成
者

か
ら
乙
議
案
（
議
員
ま
た
は
委
員

会
が
提
案
す
る
議
案
）
第
７
号
「
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を

進
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
賛
成

多
数
で
可
決
と
な
り
、
高
梁
市
議

会
と
し
て
衆
議
院
議
長
と
参
議
院

議
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
委
員
会
で
の
討
議

　

市
民
生
活
委
員
会
で
は
、
本
件

は
社
会
的
に
注
目
を
浴
び
て
い
る

案
件
で
あ
る
た
め
、
９
月
定
例
会

を
待
つ
こ
と
な
く
研
究
お
よ
び
討

議
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

主
に
論
点
と
な
っ
た
の
は
左
図
の

と
お
り
で
す
。

　

陳
情
を
不
採
択
と
す
る
立
場
の

委
員
か
ら
は
、
合
憲
と
の
最
高
裁

選択的夫婦別姓制度

決
定
を
尊
重
す
べ
き
、
夫
婦
同
姓

は
日
本
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
、
別

姓
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
い
じ
め
問

題
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
議
員
は

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
拘
束
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
市
民
の
代
表
と
し
て

判
断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
通
称

使
用
が
あ
る
程
度
行
き
渡
っ
て
い

る
こ
と
、
地
方
議
会
は
国
会
の
審

議
に
先
走
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、

他
の
自
治
体
の
動
向
は
必
ず
し
も

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
肯
定
ば

か
り
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由

と
し
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
採
択
す
る
立

場
の
委
員
か
ら
は
、
判
例
変
更
の

可
能
性
が
あ
る
大
法
廷
の
判
断
で

あ
り
、
現
行
制
度
に
つ
い
て
違
憲

判
断
を
下
し
て
い
る
判
事
も
い
る

し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ

い
て
は
憲
法
判
断
は
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
現
行
制
度
は
明
治
維

新
以
降
の
も
の
で
あ
り
伝
統
と
は

い
え
な
い
こ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
結
果
に
つ
い
て
も
議
員
は
よ

く
踏
ま
え
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
地
方
議
会
か
ら

国
会
に
対
し
て
意
見
を
届
け
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
他
の
自
治
体
議

会
で
も
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に

賛
成
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と

等
が
理
由
と
し
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
の
採
決
は
、
賛
成
少
数

（
賛
成
１
、
反
対
４
）
で
不
採
択
で

し
た
。
し
か
し
、本
会
議
の
採
決
は
、

賛
成
多
数
（
賛
成
９
、
反
対
６
、

棄
権
１
）
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

どうあるべきか？

議
会
全
員
協
議
会

第
３
回
臨
時
議
会

現行の夫婦同姓制度の合憲
性及び合憲判断を下した最
高裁決定の捉え方

家族の在り方や夫婦同姓制
度を歴史や伝統の観点から
どう捉えるか

子どもの姓や通称使用の問
題点等、現行制度と選択的
夫婦別姓制度のメリットと
デメリット

法務省、大学、マスコミの
アンケート結果や身近な市
民の声も含めて、市民の意
見を市議会としてどのよう
に反映させるべきか

男女共同参画、ジェンダー
平等の観点から考えるとど
うか

国会が審議する案件に地方
議会としてどのようにかか
わるべきか

他の自治体議会の状況

主な論点

国道313号

県道
高梁
旭線

有漢
川

予定地

岡
山
自
動
車
道

有
漢
川

有漢工業団地位置図
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